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1. 研究の背景 

読み書き習得は学業を支える重要な基盤であるが、日本の子どもの 6～7%程度が漢字の

習得に困難を抱えていると報告されている（Uno et al., 2009）。そうした子どもへの効果的な

教育ストラテジーや支援方法を開発するためには、つまずきの背景を明らかにすることが

重要である。そこで我々は、この研究に先立って、日本漢字能力検定（漢検）の受検データ

ベースを解析し、漢字能力が読字、書字、意味理解の 3側面から成ることを特定した（Otsuka 

& Murai, 2020, 2024）。そして、その上で、漢字能力の 3側面の基礎にある認知機能について

検討し、それらの習得には部分的に異なる複数の認知機能が関わっていることを明らかに

した（Otsuka & Murai, 2021）。その研究では、漢字習得の個人差の 24～43%程度を認知機能

によって説明しうることが示された。 

しかしながら、認知機能のみによる読み書き習得の説明には限界があり、その他の要因に

ついても検討を進める必要がある。例えば、より広く、学業成績全般については、学習への

動機づけや学習方略が関連すると報告されている（Yip, 2021）。学習に関する動機づけや方

略は、読み書き習得の個人差とも強く関連していると考えられ、その関係性を検討すること

は重要であると考えられる。 

 

2. 研究の目的と意義 

本研究の目的は、漢検を受検する中高生を対象に調査を実施し、漢検成績と学習動機づけ、

および、学習方略との関係性について検討することである。本研究の遂行により漢字習得と

学習動機づけ・方略との関係を明らかにし、漢字習得の個人差にどのような動機づけや方略

が関わっているかを特定することは、読み書き教育の実践や、漢字習得に困難を抱える子ど

もの支援に役立つと考えられる。 

 

3. 研究の方法 

1) 学習動機づけ・方略質問紙（Motivated Strategies for Leaning Questionnaire: MSLQ）日

本語版の作成 

中高生の学習に対する動機づけの程度や学習方略の使用について調査するために、



MSLQ（Pintrich et al., 1991, 1993）日本語版を作成した。MSLQ は、欧米で開発されたも

のであり、中学生から大学生に適用され、信頼性・妥当性が確認されてきている（for 

reviews, see Bananomi et al., 2018; Duncan & McKeachie, 2005）。MSLQの原版は 81項目で

あるが、本研究では中学・高校生を主たる対象として調査を実施するため、負担に配慮

して 41項目の短縮版（Wang et al., 2022）を採用した。翻訳においては、2名の研究者が

独立して和訳を行い、合議によって日本語版を作成し、その後、第三者（Crimson 

Interactive Pvt. Ltd., Ulatus）によるバックトランスレーションを実施して正確に和訳され

ていることを確認した。なお、和訳にあたっては、中学生が容易に理解できるように難

しい漢字の使用を避け、平易な文章を心がけた。 

 

2) 漢検を受検した中高生を対象とした調査 

研究参加者：漢検を受検した中学・高校生 1006 名（中学生 272 名、高校生 734 名）。

学校を会場（準会場）として漢検を実施した 6つの学校（5都府県の中学校ないし高等

学校）の協力を得て調査を実施した。 

手続き：研究参加者は、漢検の①受検申込後、②受検直後、③結果通知後の 3時点で

調査票に回答した。調査票には、MSLQ日本語版を用い、加えて、過去 1ヶ月間におけ

る 1日の平均家庭学習時間数（平日、休日）を尋ねた。また、①受検申込後には、漢検

受検回数、受検理由、②受検直後には、漢検受検対策学習の有無に関する回答を得た。

調査票は、1 校の 3 回目調査の一部が持ち帰りで実施された以外は、教室で一斉に実施

された。なお、本調査は、（公財）日本漢字能力検定協会によって運営された。 

尺度：MSLQ 日本語版は、41 項目からなる質問紙であり、7 段階で回答を求めた（1 

全くあてはまらない～7 よくあてはまる）。MSLQは、動機づけ尺度（Part A）と学習方

略尺度（Part B）によって構成される。前者の動機づけ尺度は、価値要素を測定する内発

的目標志向性、外発的目標志向性、課題価値の下位尺度、期待要素を測定する制御信念、

学習自己効力感の下位尺度、感情要素を測定するテスト不安の下位尺度からなる。後者

の学習方略尺度は、認知・メタ認知方略を測定するリハーサル、精緻化、組織化、批判

的思考、メタ認知方略の下位尺度、資源管理方略を測定する勉強環境、ピア学習、援助

要請の下位尺度からなる。援助要請（2項目）以外の下位尺度は、3項目からなる。各項

目の平均値を指標として用いた。 

家庭学習の平均時間数は、30分未満、30分～1時間、1～2時間、2～3時間、3～4時

間、4～5時間、5 時間以上の 7段階で回答を求めた。それぞれ、0、0.5、1、2、3、4、

5時間として集計を行った。 

倫理的配慮：学校担当者用の説明文書を用いて学校の代表者から文書で同意を得た上

で、生徒用の説明文書を用いて学校の教員から研究の説明を行い、生徒本人から文書で

同意を得た。なお、研究説明時に同意撤回書を本人に配布し、本人および保護者による

同意撤回の機会を提供した。 

 



4. 研究成果 

1) 漢検受検回数 

初めて漢検を受検した生徒は半数弱の 45.3%、2回目の生徒は 23.1%、今回を含めて 3

回以上受検した経験がある生徒は 31.6%であった（n = 940）。また、個人受検の経験があ

る生徒は 14.4%であった（n = 954）。 

 

2) 受検理由 

漢検の受検を決めた理由について、5 段階（1 あてはまらない～5 あてはまる）で回

答を求めたところ、「自分のため」は 3.8点（n = 916）、「人（家族、友人、先輩、塾の先

生など）に勧められたから」は 3.0点（n = 915）、「学校から求められたから」は 4.3点

（n = 916）であった。学年全員が受検する学校もあり、学校の求めで受検しているとい

う認識は強かったが、それでもただ受動的に受けているわけではなく、同時に「自分の

ため」という意識をもっていることが示された。 

 

3) 漢検対策自主学習 

漢検受検に向けて、授業や宿題の範囲を超えて漢検対策自主学習を行ったと回答した

生徒は 29.3%であった。授業や宿題の範囲で漢字学習を行ったと回答した生徒は 59.6%、

漢字学習を行わなかったと回答した生徒は 11.1%であった（n = 985）。 

 

4) 家庭学習時間 

漢検の①受検前、②受検直後、③結果通知後の 3時点において、過去１ヶ月間の平日

と休日の平均家庭学習時間数を図 1に示した。①受検前の平日は 0.8時間（n = 996）、休

日は 1.2時間（n = 992）、②受検直後の平日は 0.8時間（n = 986）、休日は 1.2時間（n = 

986）、③結果通知後の平日は 0.9時間（n = 930）、休日は 1.3時間（n = 929）であった。

3時点で明らかな違いはみられなかった。 

 

図 1. 受検者の平日・休日における平均家庭学習時間数 



5) 漢字習得度と学習動機づけ・方略との関連性 

ピアソンの積率相関分析を用いて、漢検の総合得点と受検直後の学習動機づけおよび

学習方略との関連性を横断的に検討した（図 2）。なお、本解析では、最も人数が多かっ

た 3級受検者のデータを対象とした。その結果、漢検の得点が高い生徒ほど、学習自己

効力感が高く（r = 0.32, p < .001; n = 703）メタ認知学習方略をよく用いている（r = 0.23, 

p < .001; n = 698）ことが示された。 

これらの結果は、読み書き習得の個人差に、学習自己効力感とメタ認知学習方略が関

わっていることを示唆している。または、漢字学習が、学習自己効力感の発達や、メタ

認知学習方略の習得に寄与している可能性がある。 

 

図 2. 漢検成績と学習動機づけ・方略との相関 

 

 

5. 今後の展望 

本研究では、MSLQ日本語版を作成して、漢検を受検した中高生を対象とした調査を実施

し、本報告書においてその集計結果と、最も人数が多かった 3級受検者のデータを用いた横

断解析を行った。今後は、縦断データを用いた解析を進め、学習動機づけや学習方略と読み

書き習得との関係性や、漢字学習や漢検受検が学習動機づけの発達や学習方略の習得に及

ぼす影響について検討していく。 
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